
「
一
天
四
海
皆
蹄
妙
法
』
の
理
想
を
奉
じ
て
、
他
国
民
を

も
指
導
乙
、
闘
い
・
第
一
の
大
願
を
成
就
せ
ん
事
仁
勉
め
ざ

る
ぺ
か
ら
ず
。
闘
世

人
の
生
活
は
、
そ
の
内
面
に
も
亦
外
面
じ
於
て
も
、
其

人
の
環
境
や
、
そ
の
枇
曾
の
傍
統
的
の
種
。
相
に
影
響
さ

れ
1
、
人
格
を
の
も
の
》
上
に
種
々
の
相
異
し
た
結
果
を

粛
す
こ
さ
‘
そ
れ
は
免
れ
難
き
事
賓
で
あ
る
。
叉
複
雑
乙

た
精
神
生
活
の
内
容
を
有
つ
所
か
ら
、
そ
う
乙
セ
戚
受
性

に
宮
む
人
ど
乏
・
し
い
人
、
そ
う
し
た
外
界
仁
劃
す
る
服
従

性
、
妥
協
性
の
多
い
入
、
少
い
人
等
芝
、
限
、
無
〈
多
〈

の
階
絞
－
g
認
め
得
る
。

思
想
界
の
麓
潮
も
、
政
体
に
劃
す
る
麓
草
も
、
制
度
習

慣
の
夏
展
も
、
乃
至
は
信
仰
界
の
魔
醒
運
動
等
も
、
皆
悉

〈
斯
う
し
た
事
賓
の
接
現
じ
他
奇
ら
ぬ
。
於
v
此
有
す
る
枇

曾
の
指
導
者
、
先
畳
者
は
自
分
の
宰
ゆ
る
民
衆
仁
劃
し
て

編

輯

←一一

後

の

先
憂
後
架
の
責
・
任
あ
る
理
解
者
て
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ニ
ご

は
言
ふ
迄
も
無
い
。

何
蕗
の
問
へ
旋
・
し
で
も
、
何
慮
の
家
庭
を
眺
め
て
見
て

も
、
老
若
の
人
々
が
互
じ
無
理
解
さ
、
頑
固
ご
、
我
憶
し
色

々
の
貌
を
執
っ
て
諮
ふ
て
居
る
の
を
看
る
。
此
の
事
は
直

仁
枇
曾
の
改
造
ご
思
想
界
の
費
潮
ご
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
而
も
是
等
の
賓
際
が
任
蓮
的
仁
極
〈
順
調
に
進
ん
で

往
く
事
も
あ
っ
た
が
、
現
在
及
綿
来
に
は
、
少
く
ど
も
我

々
の
文
化
史
が
過
去
に
有
つ
巳
上
の
激
越
な
調
壬
を
採
る

ぺ
き
は
、
火
を
煉
る
よ
・
・
0
明
が
で
あ
る
。
或
人
が
言
ふ
た

様
に
輿
論
は
愚
論
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
然
し
現
在
へ
の

生
活
の
事
賓
が
上
下
を
血
中
げ

τ、
輿
論
の
勢
力
で
抱
擁
す

る
迄
に
悲
惨
に
成
っ
て
来
た
。
個
人
の
智
識
開
殺
に
の
み

偏
重
・
し
て
施
し
て
来
た
敬
曹
の
効
果
が
、
新
ふ
し
た
一
一
種

の
民
本
的
成
果
を
結
ん
で
来
た
の
が
現
代
思
想
界
の
事
賞

で
あ
る
。

数
年
に
渉
っ
て
善
に
叉
悪
仁
、
色
ゃ
の
結
果
仁
世
界
全

体
の
園
家
民
衆
に
畳
醒
ど
・
波
動
ご
を
奥
へ
た
概
洲
の
大
乱

は
、
議
に
欧
測
の
み
に
止
ま
ら
今
、
我
々
の
枇
曾
仁
も
叉
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個
人
の
自
由
の
上
じ
も
直
接
数
多
の
問
題
を
蒋
来
さ
れ
た

現
下
の
日
本
ど
し
て
、
日
畳
む
可
き
多
〈
ご
、
鋳
す
べ
き

数
多
、
又
導
〈
ぺ
き
用
意
の
致
多
〈
を
有
す
る
事
は
嘗
然

で
あ
る
。
然

ι私
は
斯
ふ
し
て
文
明
批
評
的
の
立
場
仁
於

て
、
自
分
の
主
張
を
語
る
時
で
は
無
か
つ
れ
。

賑
叫
し
ど
も
品
一
一
口
へ
ぬ
作
品
の
綜
輯
仁
従
ふ
て
、
斯
ふ
し

た
津
山
の
霊
接
種
仁
、
無
地
の
着
物
仁
袈
裟
衣
、
制
規
遁

り
一
定
の
蜜
整
に
纏
（
緩
う
て
居
る
ご
云
ひ
度
い
が
、
賞

際
は
纏
は
れ
て
居
る
ご
云
ふ
た
方
が
異
に
近
い
ら
し
い
）

は
れ
売
人
々
の
院
仁
も
‘
上
に
述
べ
た
思
想
史
的
動
鼠
り

渦
が
頼
ム
干
の
形
、
程
度
仁
顕
は
ヨ
れ
て
居
る
の
に
驚
十
た

の
で
あ
る
。
世
仁
も
人
に
も
智
者
血
中
匠
ご
碩
は
れ
て
、
其

人
の
安
心
が
以
信
代
慧
ご
始
め
て
成
り
、
四
十
時
蹄
命
の
錦

め
拾
身
の
弘
法
さ
総
呼
し

τ、
b
R
（
宜
私
腹
を
肥
す
ご
云
ふ

二
つ
の
事
買
を
尚
一
門
流
に
認
め
得
た
奇
ら
ば
、
墨
染
の

清
い
法
衣
を
着
付
た
身
に
も
、
煩
悩
の
炎
火
が
赫
々
す
」
燃

切
る
の
に
、
京
臨
に
何
の
不
思
議
を
観
ゃ
う
庁
。
慢
し
む

べ

3
は
行
方
、
ケ
知
ら
れ
白
遁
詣
で
あ
る
、
指
導
者
な
き
煩
悶

で
あ
る
、
更
仁
更
じ
意
す
ぺ

3
は
無
批
判
的
の
屈
従
ー
承
服

で
あ
る
。
此
の
如
き
を
力
あ
き
生
活
さ
呼
ぴ
、
無
主
義
の

徒
ご
目
す
る
の
で
あ
る
。

現
代
が
批
判
主
義
の
時
代
で
あ
る
争
ら
ば
、
日
蓮
主
義

者
中
、
殊
に
其
宣
侍
者
は
批
判
主
義
に
立
脚
し
た
信
念
本

位
の
入
、
て
あ
ら
ね
ば
杏
ら
ぬ
。
現
代
の
思
潮
ご
し
て
現
質

改
善
を
生
命
と
し
て
基
礎
を
立
つ
る
奇
ら
、
日
蓮
華
人
の

御
教
は
現
代
に
於
け
る
枇
曾
の
相
性
体
を
異
質
に
理
解
し

た
信
行
本
位
の
成
悌
論
て
あ
ら
ね
ば
争
ら
ぬ
。
徒
ら
に
理

知
引
の
荷
安
を
貧
っ
て
、
事
大
主
義
的
安
心
を
得
て
其
れ
て

成
備
が
吋
能
争
ら
、
後
五
の
偽
識
何
の
要
サ
‘
型
組
の
敬

判
観
、
観
心
説
そ
も
何
す
る
も
の
手
。
空
し
く
権
勢
に
阿

曳
し
℃
借
位
を
貧
り
、
盲
者
の
如
く
敬
経
に
迷
ひ
、
侍
習

に
限
し
新
来
じ
陸
ふ
が
錦
め
、
正
保
巳
弘
の
諸
宗
門
、
悉

〈
是
れ
無
得
道
ど
乙
そ
一
不
し
給
へ
。
宮
殿
の
如
き
借
院
も

稲
麻
の
如

3
借
輩
も
、
賢
人
性
の
何
等
じ
踊
れ
ず
、
恐
れ

多
く
も
備
意
じ
反
す
、
此
慮
に
人
性
の
続
本
に
党
輝
あ
る

生
命
ご
能
力
ご
を
認
め
、
撮
る
戚
激
の
’
裡
に
一
切
衆
生
は

本
偽
慈
愛
の
霊
光
仁
一
世
り
、
信
受
決
定
の
生
活
じ
本
・
備
臆

用
の
自
己
を
観
る
－
i
z－
－
臆
も
大
争
る
哉
、
本
化
の
設
数
日
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立
教
の
根
本
、
乃
至
信
仰
界
革
命
の
要
求
が
、
斯
〈
費

制
た
る
生
気
仁
、
充
ち
た
そ
れ
で
あ
る
。
安
伝
ご
屈
従
J
』

背
恩
（
悌
思
に
封
乙
て
）
ご
を
更
仁
許
曲
、
日
ぬ
所
仁
、
本
宗
は

基
礎
し
℃
居
る
。

作
品
を
通
じ
て
頴
は
れ
た
多
く
の
曾
員
仁
「
信
徒
の
手

前
新
ふ
し
て
は
』
『
ァ
、
云
ふ
人
々
に
は
』
ど
、
常
々
信
徒

（
ヲ
ぞ
れ
は
殆
Jf
」
総
て
が
侍
習
の
結
品
で
あ
る
）
を
遇
す
る
如

く
、
遠
慮
勝
ち
、
極
端
な
僑
善
的
の
椴
面
を
見
る
の
を
遺
憾

ご
す
る
。
そ
う
し
た
生
誕
奇
い
自
己
畳
表
、
が
、
御
自
身
の

人
格
の
上
仁
枝
基
を
有
せ
ず
に
済
め
ば
、
自
分
の
痛
心
は

ね
憂
仁
終
る
が
、
恐
ら
く
Bi
－
－
と
思
ひ
煩
ふ
。
活
き
た
宗

門
、
否
な
負
ふ
た
宗
門
を
活
か
す
も
殺
す
も
れ
互
の
責
任

r、
過
去
の
巌
史
が
語
る
綾
な
怠
惰
の
循
辞
を
耳
じ
す
る

要
は
‘
吾
L
V

に
無
い
。
博
習
へ
の
盲
従
は
退
歩
を
産
み
、
儲

飾
の
接
民
は
減
む
を
速
め
る
口
如
上
の
蕪
言
は
最
格
な
立

場
か
ら
呼
援
し
て
、
次
仁
は
我
々
の
文
皐
部
守
る
も
の
f

具

体
的
に
『
棲
神
の
』
の
）
同
精
す
べ
き
貫
賦
の
理
解
の
下
仁

更
に
冗
設
の
必
要
を
認
め
る
。

A
投
稿
の
制
限
が
示
す
通
り
、
作
品
は
所
有
る
種
類
よ
り
成
っ
て
ゐ
る
。
柿
帆

数
血
干
上
の
研
究
も
あ
れ
ば
、
既
想
的
思
案
か
ら
成
つ
れ
も
の
、
枇
曾
問
題
時

事
問
題
の
論
策
．
感
想
も
あ
り
詩
詞
も
ゐ
る
。
而
も
是
を
部
類
別
に
す
る
穏

に
、
作
そ
の
も
の
も
純
で
な
い
。
従
っ
て
数
撃
的
研
究
の
作
回
聞
も
、
論
策
も
詞

藻
も
、
分
類
ぜ
？
に
編
輯
し
十
ぃ
。

A
自
分
の
方
針
は
、
一
般
曾
員
の
作
品
は
金
稿
を
見
て
取
捨
ル
決
す
る
。
従

っ
て
前
披
訟
の
禾
究
部
は
掲
載
の
責
任
ル
自
分
が
募
ら
有
つ
様
に
も
出
来
場
晶

忠
、
今
後
の
方
針
の
一
部
Z
－
し
て
も
一
寸
言
謬
晶
方
々
震
表
・
し
て
置
く
。

A
本
誌
の
目
下
の
事
情
が
諮
る
知

t
、
本
誌
の
使
命
は
純
乎
れ
る
猪
立
に
迄

で
肉
よ

L
て
た
ら
向
。
即
ち
同
富
山
曾
の
機
閥
雑
誌
で
あ
り
、
含
員
聞
の
流
布

本
a

い
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
英
両
胞
に
布
教
的
文
字
の
物
た
多
く
採
ら
心
理
由
た
有

っ
。
一
樋
外
佳
作
で
川
口
の
コ
佐
渡
参
拝
族
行
記
」
た
惜
B

し
く
も
除
い
示
、
而
も

辻
の
『
．
信
仰
主
安
心
L

は
載
d
u
t
。
持
に
感
想
、
主
張
、
詩
文
の
知
告
は
此
の

間
の
苦
，
し
き
た
多
く
含
む
。
旋
木
の

η
秋
の
雨
」
銅
チ
の
「
基
督
教
に
於
げ

る
矛
盾
」
共
他
に
詮
左
が
多
い
。
倒
れ
は
別
巻
目
就
て
語
4eb
－－

企
有
力
な
信
徒
、
方
の
理
解
め
る
物
資
的
謄
援
で
も
少
L
あ
れ
ば
、
或
は
布
教

雑
誌
さ
・
し
て
縞
を
列
ね
、
或
は
純
数
単
研
鏡
山
V
機
閥
さ
b
居
岬
？
の
、
ヲ
。
其
の
時

の
到
る
詣
で
‘
種
々
の
意
味
で
不
満
足
乍
ら
に
、
総
て
の
方
面
に
筆
鋒
を
磨

い
て
噴
き
皮
い
。

A
但

L
今
聞
の
事
貨
は
明
か
に
数
拳
的
作
品
日
最
も
多
f
、
の
寛
容
を
看
る
で

あ
ろ
う
。
是
は
合
民
間
志
の
合
報
て
ふ
立
脚
で
．
よ
り
多
〈
放
撃
的
努
カ
の

刺
殺
さ
向
極
言
た
起
き
du
度
く
あ
っ
ト
ト
放
で
あ
る
。

A
思
案
に
拠
ぜ
て
調
姿
た
願
み
？
、
文
章
字
匂
に
滞
っ
て
思
想
的
探
索
の
足

(71) 



ら
ざ
る
、
両
者
何
れ
も
不
可
、
而
も
英
の
何
れ
沿
も
多
p
、、手に

L
仁
臼
分
で

あ
る
事
存
時
現
念
乍
ら
告
白
n

し
て
、
後
轍
の
誠
め
に
侠
へ
て
置
く
。

企
治
生
産
業
皆
同
順
正
法
主
設
か
れ
た
級
文
は
明
か
に
法
華
経
が
枇
舎
生
活
の

上
に
活
矛
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
文
筆
・
の
業
は
雅
人
予
閑
人
の
道
融
市
で
は
無
い

奇
人
徳
燈
の
徒
に
取
っ
て
文
書
の
努
力
は
正
し
く
五
日
開
法
師
の
量
百
潟
行
で
あ

ら
A
は
な
ら
伯
G

丈
島
a

部
の
理
組
が
遠
大
に
、
そ
の
質
調
切
が
最
近
e

い
、
夏
に

部
い
は
諮
干
の
内
容
め
売
…
賞
J

々
、
＼
切
に
断
っ
て
摘
診
す
る
。

（
宗
祖
犯
般
市
曾
慶
修
十
二
日
夜
U

圃

降

誕

曾

記

事

集
の
野
山
に
禁
怒
い
豆
島
に
包
ま
れ
て
、
碧
瑠
璃
の
如
き
岩
清
水
、
員
自

な
蓮
岨
輩
、
淡
紅
心
一
梅
花
、
強
々
な
瑞
相
・
い
迎
へ
ら
れ
て
、
践
が
伏
同
胞
の
微
笑

ん
だ
一
一
嬰
鬼
が
鰐
て
日
本
凶
の
柱
、
杖
、
眼
目
、
大
般
に
な
ら
う
さ
は
！
由
望

者
の
追
慕
は
信
力
で
あ
る
、
資
算
六
十
合
同
峯
に
よ
ド
っ
て
御
尖
母
ら
憾
ぱ
也
ら

れ
雲
燈
た
御
略
家
遊
J

ご
さ
れ
わ
い
、
此
の
身
廷
に
集
ふ
れ
王
国
々
は
今
設
に
第
六

百
円
九
十
七
凶
の
聖
誕
ル
霧
グ
奉
り
一
一
府
這
援
を
新

ι・
し
十
い
の
で
あ
つ
れ
。
例

年
の
知
告
祝
賀
合
、
t
本
年
は
木
の
香
幽
・
し
き
新
築
校
舎
で
催
さ
れ
れ
銭
か
特

別
の
泊
か
さ
脹
は
・
し
さ
で
あ
つ
れ
。
校
舎
内
外
の
装
飾
は
総
て
鼎
斬
新
な
意
匠

に
成
り
、
先
づ
中
一
の
作
れ
る
た
緑
門
た
入
れ
ば
校
庭
に
は
縦
横
苗
阿
国
旗
た

幅
減
り
一
段
の
盛
観
た
添
へ
れ
c

午
前
八
時
、
師
徒
一
同
組
師
堂
に
於
て
厳
粛
な
一
壌
の
法
慈
ヤ
管
み
、
後

三
々
五
々
各
自
参
拝
人
の
接
待
役
に
付
ド
れ
場
内
に
は
背
紅
白
の
崎
市
，
事
硲
拡

綴
・
し
毅
問
の
中
両
国
に
揚
げ
ら
れ
乙
は
面
貌
函
滅
の
本
多
一
服
十
間
凶
函
に
紅
白

の
段
幕
付
つ
張
り
・
し
は
高
等
部
生
の
仲
口
調
1
也
前
待
所
今
日
PJ
車
部
曾
じ
列
ぜ
ん
さ
し

て
集
ま
れ
る
夙
縁
薬
品
目
の
衆
心
身
共
に
酸
酬
の
鑓
味
に
酔
U
、
法
悦
潟
爵
芝

、
し
て
室
内
に
入
る
。
第
七
教
携
に
入
れ
ぼ
中
等
部
一
一
年
の
催
し
に
か
、
る
易

延
山
高
座
石
七
両
天
女
示
現
の
飾
物
ム
ハ
老
四
授
ら
始
め
、
驚
天
動
地
の
大
婦
一

狽
一
滴
の
法
雨
に
狂
悦
也
る
七
面
の
蛇
身
、
参
観
者
一
同
六
百
年
前
の
法
隆

ι淫
り

L
が
如
〈
設
明
録
士
の
熱
舌
－
い
酔
ぴ
一
語
も
崩
事
守
る
看
は
な
か
っ
十
日

先
づ
近
来
の
大
傑
作
で
め
っ
ト
ト
、
突
は
第
大
教
室
中
等
部
三
平
岡
丘
干
の
一

部
（
り
作
じ
か
益
る
由
比
ケ
演
訣
別
の
揚
山
法
師
が
海
坊
主
に
成
ら
ん
さ
・
し
れ

不
自
然
さ
は
晶
画
然
で
何
Z
な
〈
殺
風
景
で
あ
つ
れ
、
然
・
し
な
が
ら
教
ゆ
る
も

の
得
ふ
る
も
の
は
師
弟
の
道
さ
孝
子
の
範
で
、
日
ハ
味
ふ
可
き
作
で
め
つ
に
。

第
六
教
室
は
中
等
部
四
年
及
五
年
一
部
の
合
催
小
室
善
智
法
印
蹄
伏
へ
り
場
民

事
風
雅
な
背
景
で
、
車
母
た
仕
か
げ
れ
萩
の
餅
Z
も
知
ら
う
筈
が
な
い
、
嬉
し

ま
ぎ
れ
に
頂
戴
・
し
仁
斑
犬
は
吐
血
し
て
グ
ン
ナ

q
へ
れ
ば
っ
て
ゐ
る
．
邪
鬼

に
普

L
め
る
法
印
は
m
T
伏
し
ぐ
深
刻
な
る
悔
悟
b
－
し
て
ゐ
る
、
叉
愛
す
可
、
予

作
で
あ
つ
れ
。
倫
階
上
塗
口
に
は
知
説
修
行
者
熱
原
長
四
郊
の
大
幅
等
皆
批
評
》

税
者
ル
・
し
て
唯
着
ゃ
い
ら
’
し
め
に
。
叉
第
一
、
二
‘
一
二
の
教
惜
明
日
活
日
の
訟
演
場

扱
い
六
十
除
鮎
よ
り
成
る
選
所
展
覧
届
仰
に
充
て
旬
、
れ
午
後
よ
り
亀
日
教
授
中

村
講
師
の
譲
渡
め
り
、
来
曾
者
七
百
有
徐
名
周
五
時
一
岡
山
W

大
努
力
で
無
事

終
了
4

申
告
げ
れ
。
更
に
同
六
時
事
生
一
同
大
客
殿

ι舎
・
し
て
祝
賀
茶
話
曾
を

催
乙
併
ぜ
て
選
書
賞
典
授
血
ハ
式
あ
り
、
中
高
雨
部
の
総
代
演
説
あ
り
引
媛
、
J
J

同
入
時
か
ら
は
法
宣
口
堂
に
て
数
番
の
銭
輿
あ
り
・
蓄
音
機
聖
徳
浪
花
街
‘
西

洋
大
奇
術
、
新
書
官
合
併
仁
輸
加
溝
正
公
御
別
盆
現
代
宗
教
劇
「
由
臓
の
め
さ
」
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